
、



五
月
一
日
朝
九
時、

再
選
と
な
っ
た
村
本
町
長
は
、
女
性
職
員
か
ら
花
束

を
贈
ら
れ
る
な
ど
、
全
職
貝
の
槌
か
い
拍
手
に
迎
え
ら
れ
初
登
庁
し
、
附
れ

が
ま
し
い
表
情
の
中
、

二
期
目
的
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

と
も
に
考
え
と
も
に
つ
く
る

町
づ
く
り
を
進
め
ま
す

今
金
町
長

村

光

夫

本

多
数
の
方
々
の
ご
支
緩
を
い
た
だ

き
無
競
争
当
選
の
栄
を
受
け
杭
任
い

た
し
ま
し
た
。

町
民
的
皆
さ
ま
の
胤
か
い
ご
厚
怖
に

心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

無
投
票
と
い
う
こ
と
で
武
任
の
盛

大
き
と
期
待
の
大
き
さ
を
楠
感
し
て

お
り
ま
す
。

政
策
を
進
め
る
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第

三
次
今
金
町
総
合
剖
闘
を
悲
本
に
据

え
、
本
町
の
特
性
を
生
か
し
、
時
代

を
先
取
り
し
た
町
内
外
の
ア
イ
デ
ア

や
情
報
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
と

も
に
考
え
、
と
も
に

つ
く
る
町
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
テ

1
7
41

し
い
緑
と
木
に
固
ま
れ
た
健
康
で
ゆ

と
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
。
を
一
歩

一

歩
、
機
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
政
に
対
す
る
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
支
艇
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
叫
刷
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

• • 
「
就任
あ

今
金
町
議
会
議
長

~) 

つ

こ
の
た
び
不
内
私
、
殺
只
の
皆
同
怖

が
た
の
ご
抑
挙
に
よ
っ
、
今
金
町
議

会
議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄

で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
責
任
の
昆
さ

を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
.

国
際
化
、
情
報
化
及
び
問
齢
化
が

急
速
に
進
む
中
、
本
町
に
お
い
て
も

克
服
す
べ
き
多
く
内
部
魁
を
抱
え
て

お
り
ま
す
。

さ中

野

郎

町
帥刷
会
は
町
民
的
代
表
と
し
て
、

議
決
機
関
内
機
能
を
最
大
限
に
発
叩
押

し
、
本
町
内
発
展
と
町
民
福
祉
の
推

進
に
誠
心
誠
意
努
力
を
い
た
す
覚
悟

で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
に
と
ぞ
町
民
皆
様
の
ご
支
援
と

ご
べ
ん
た
つ
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

i 
初蛾会で緊張ながらもスムーズ

主蛾事さばきをする中野鶴長
プロフィ ル

昭和 5年 l月E日八束生まれ

農業

昭和54年 5月 l日~連続4固町槍

当選
産車建設常任委員長を窟任
平成 3年 5月7日戦捷 6人目的議

長に就任

町
民
の
期
待
を
担
い

新
し
い
十
八
名
の
町
議
会
議
員
が
選
出
さ
れ
る

ピリカスキー場から美利河ダム湖を眺望

先
月
号
で
は
、
基
本
計
画
作
成
の
基
本
方
針
と
新
し
い
時
代
に
挑
戦
す

る
産
業
の
育
成
と
し
て
、
由
庫
業
を
は
じ
め
観
光
に
至
る
各
娠
奥
に
つ
い
て

の
基
本
方
針
等
を
掲
載
し
ま
し
た
が
ご
理
解
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
配
。

今
回
は
、
美
し
い
水
に
固
ま
れ
た
潤
い
あ
る
故
郷
づ
く
り
と
し
て
、
未

来
に
残
す
計
画
的
な
町
づ
く
り
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の
実

践
を
五
章
に
分
け
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

し
た
。

今
回
の
選
挙
は
‘
定
数
十
八
人
に

対
し
、

二
十
二
人
が
立
候
補
す
る
激

• 

グ
美
し
い
緑
と
水
に
固
ま
れ
た

健
康
的
で
ゆ
と
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
4

任
期
満

7
に
と
も
な
う
町
柑刷
会
蛾

只
選
挙
が
四
月
ニ
イ

一
円
に
行
わ
れ
、

十
八
人
的
新
し

い
議
員
が
決
ま
り
ま

今
金
町
新
総
合
計
画
基
本
構
想

第

一
編
美
し
い
緑
と
水
巴
固
ま
れ
た

潤
い
あ
る
故
郷
づ
く
り

第
二
早
未
来
に
残
す

計
画
的
な
町
づ
く
り

)
 

1
 

(
 
土
地
利
用
(
基
本
方
針
)

美
し
い
緑
と
水
に
閉
ま
れ
た
本
町

の
特
性
を
生
か
し
、
自
然
環
境
町

保
全
に
努
め
る
。

・
自
然
的
、
社
会
的
、
経
済
的
、
及

び
文
化
的
な
祁
条
件
に
十
分
配
服

し
て
‘
安
全
快
越
な
健
康
で
文
化

的
生
活
邸
境
内
雌
似
と
町
土
の
均

衡
あ
る
発
展
を
図
り
、
よ
り
些
ー
か

な
人
間
環
境
を
創
造
し
て
い
く
。

.
公
共
同
福
祉
を
優
先
し
関
連
諸
機

闘
と
協
力
し
て
有
機
的
に
土
地
利

則
を
柑
逃
す
る
。

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
の
事
業

・
施
策

9

日
本
一
の
清
流
利
別
川
の
自
然
環

境
内
保
全
に
配
慮
し
た
施
策

・
土
地
利
用
基
本
計
画
的
作
成

・
良
川
地
、
森
林
町
適
性
か
つ
計
画

的
利
則
的
促
進

戦
と
な
り
ま
し
た
。
開
票
結
果
、
前

議
員
十
三
人
、
元
議
員
一
人
.
新
設

員
四
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

改
選
後
の
初
回刷
会
が
五
月
七
日
に

開
催
さ
れ
、
機
長
、
間
競
長
町
選
出
、

所
属
委
員
会
な
ど
の
時哨
会
構
成
が
次

の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

1
 

2
 

[
 

(敬
称
略
)

マ

駿

長

中
野

三
郎

(新
)

削
級
長
波
辺

二
郎

(再
)

出
任
委
貝
会
、
総
会
連
日
活
委
只
会
、

組
合
議
会
の
桃
成
は
次
の
通
り
。

(
。
委
員
長

.
0
副
委
員
長
)

マ
総
務
文
教

。
問
中
一
夫

O
河
村

昭
夫
、
狭
間
勝
昭
、
日
下
昭
二
郎、

渡
部
祐
治
、
阪
引
義
勝
、

マ
産
業
建
設

。
林
磯
次
郎

O
本
国

一
三
、
曽
我
井
克
治
、
山
本
盟
、
湯

浅
秀
夫
、
白
岩
利
勝

マ
民
生
福
祉
。
荒
井
正
信

O
長
谷

川
キ
ヨ
シ
、
渡
辺
二
郎
、
中
野
三
郎

吉
凶
吉
郎
、
上
野
雄
三

マ
殺
述

。
狭
間
勝
昭

O
抑制
浅
秀
夫

問
中

一
夫
、
林
磯
次
郎
、
荒
井
正
信

マ
柏
山
広
域
行
政
組
合
曽
我
剖
寛

治
、
河
村
昭
夫

マ
北
部
品
開
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合

本
田
一

三
.
長
谷
川
キ
ヨ
シ
、
上
野

雄
三

マ
町
敗
査
委
只

狭
間
勝
昭

政
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直

'し
-
望
ま
し
い
居
住
環
境
内
確
保
に
十

分
配
慮
し
た
宅
地
開
発

②
今
後
必
袈
と
さ
れ
る
施
策

・
事
業

内
容

市
街
地
域
に
お
け
る
公
共
等
駐
車

場
の
確
保

・
低
廉
な
住
宅
用
地
の
供
給

旧駅前のイ ベン ト広場予定地

臼

都
市
計
画
(
基
本
方
針
)

-
商
庖
街
を
中
心
と
し
た
町
並
み
の

整
備
、
交
通
体
系
的
整
備
に
よ
り
、

町
民
に
と
っ
て
す
み
や
す
く
、

日
々
の
生
活
を
楽
し
め
る
町
並
み

を
形
成
す
る
。

・
利
別
通
り
、
オ
ラ
ン
ダ
通
り
を
核

と
し
た
.
町
民
の
泡
い
の
場
を
制

3



出
す
る
。

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
の
卒
業

・
施
策

大
規
模
自
転
車
道
路
と
連
動
し
た

オ
ラ
ン
ダ
通
り
街
路
事
業
等
、
市

街
地
内
街
路
整
備
事
業

。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
及
び
サ
イ
ク
リ
ン
グ

等
、歩
行
者
、自
転
車
を
守
る
た
め

の
交
通
安
全
施
設
設
備
卒
業

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策

・
事
業

内
容

利
別
通
り
街
路
事
業
、
南
通
り
街

路
事
業

・
都
市
計
画
用
途
地
域
内
見
直
し

第
二
章
潤
い
と

ふ
れ
あ
い
の
町
づ
く
り

)
 

1
 

(
 
{主

宅
(
基
本
方
針
)

-
社
会
的
文
化
的
変
化
に
伴
う
生

活
様
式
内
変
化
に
対
応
し
た
住
環

境
内
向
上
に
努
め
る
。

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、
総
合
的

な
観
出
、
か
ら
住
宅
施
策
を
推
進
す

る
。

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
的

事

業

施

策

・
南
団
地
公
営
住
宅
建
て
替
え
事
業

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策
卒
業

内
容

公
営
住
宅
の
建
て
替
え
の
促
進

・
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
綿
恕
に
基

で
の
改
普
を
推
進
す
る
。

水
質
汚
泌
を
防
止
す
る
た
め
に
、

住
民
全
休
に
生
活
排
水
に
よ
る
河

川
町
汚
濁
防
止
の
意
識
強
化
を
図

る
。
ま
た
、
高
産
等
町
公
害
や
工

業
に
よ
る
公
害
に
つ
い
て
も
そ
の

発
生
源
に
対
し
規
制
を
行
い

、
自

然
保
協
や
公
害
防
止
の
た
め
の
鉱

視
体
制
を
強
化
し
、
公
害
を
未
然

に
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
の
卒
業

・
施
策

家
務
内
飼
育
規
制
、
食
品
加
工
業

者
へ
の
流
末
処
理
の
民
視
体
制
円

強
化

流
雪
湖
町
設
備

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策

・
事
業

内
容

(自
然
環
境
町
向
上
・
保
全
)

づ
く
向
齢
者
向
住
宅
内
挫
股
推
進

町
並
み
整
備
な
ど
、
他
円
分
野
と

関
連
し
た
住
宅
政
策
の
策
定

但)

公
園
・
緑
地
(
塞
本
方
針
)

-
本
町
は
美
し
い
緑
と
消
流
日
本
一

の
水
に
固
ま
れ
た
盟
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
自
然
を
生

か
し
た
公
聞

・
緑
地
強
備
を
枇
逃

す
る
。

・
建
設
省
内
諮
問
機
関
で
あ
る
都
市

剖
画
中
央
審
議
会
は
、
都
市
公
園

田
積
を
平
成
七
年
度
ま
で
に
現
在

的
人
口

一
人
当
た
り
五
八
平
方

μ
か
ら
七
平
方
れ
に
引
き
上
げ
る

よ
う
に
答
申
し
て
い
る
。
本
町
で

も
こ
の
指
針
に
沿

っ
て
、
環
境
の

保
全
を
目
的
と
し
た
総
合
的
な
都

市
緑
化
を
推
進
し
て
い
く
。• • 

-
市
街
地
緑
化
の
推
進
及
び
駐
車
場

の
増
設

・
自
然
保
積
、
公
害
防
止
に
対
す
る

住
民
意
識
の
啓
発

(水
質
汚
濁
)

・
工
場
胡
水
処
理
施
設
及
び
公
共
下

水
道
務
備
の
推
進

・
薬
品
・
牒
来
的
使
附
に
附
す
る
指

導
強
化
に
よ
る
水
質
汚
染
の
防
止

(恕

央

)

・
住
宅
胡
水
町
務
備
指
導
や
住
宅
地

域
内
で
の
ベ
ッ
ト
家
畜
飼
育
的

規
制
指
導

・
食
品
加
工
業
者
の
流
末
処
理
に
つ

い
て
監
特
指
導

(3) 

上
水
道
(
基
本
方
針
)

スタート Lた流雪溝設置工事

水
道
は
人
聞
の
生
有
活
動
に
深
く

か
か
わ
る
生
活
関
連
施
設
と
し
て

不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た

め
史
日
な
水
晶
と
消
浄
な
水
質
に

よ
る
安
定
し
た
供
給
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
将
来
に
お
い
て
住
民
生

活
の
近
代
化
が
一
層
進
み
‘
盟
か

で
快
適
な
生
活
を
希
望
す
る
意
識

が
さ
ら
に
強
ま
る
も
の
と
考
、
え
ら

れ
る
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
新

た
な
る
水
資
源
の
開
発
等
住
民
の

刈
待
に
添
う
水
道
的
実
現
に
努
め

守。施
設
の
内
容

①
現
衣
推
進
中
の
事
業

・
施
策

子供たちに人気の総合公園の冒険広場

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
の
事
業

・
施
策

・
町
民
的
制
山
内
場
及
び
心
の
安
ら
ぎ

を
も
た
ら
す
広
場
の
確
保

中
央
緑
地
公
園
造
成
計
画

・
大
規
模
自
転
車
道
路
建
設
計
画
と

連
動
し
た
公
園
整
備

青
少
年
の
体
力
づ
く
り
を
奨
励
す

る
広
場
の
確
保

郷
土
の
芸
能
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
奨

励
の
た
め
の
施
設
造
り

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策
事
業

内
容

・
環
境
保
全
、
畷
境
災
化
、
都
市
計

画
、
観
光
開
発
、
生
涯
学
習
、
福

利
厚
生
等
と
有
機
的
に
関
連
し
た

公
園
緑
地
強
仰
間
圏
内
策
定

-
河
川
緑
地
公
園
の
多
目
的
広
場
と

し
て
整
備

美
利
河
ダ
ム
周
辺
緑
地
内
務
備
計

画
的
推
進

(3) 

墓
地
・
努
斎
場
(
基
本
方
針
)

墓
地
の
公
間
化
に
よ
り
、

も
自
由
に
参
持
で
き
る
よ
う
に
、

敷
地
の
整
備
を
図
る
。

使
用
地
内
明
確
化
を
図
る
。 い

つ
で

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
町
卒
業
施
策

基
地
の

一
悲
当
た
り
使
則
而
械
の

確
立

②
今
後
必
嬰
と
さ
れ
る
施
策

・
事
業

住
吉
地
域
的
飲
雑
用
水
施

設
の
整
備
、
統
合
簡
易
水
道
施
設

繋
備
に
よ
る
水
道
未
普
及
地
区
の

解
消
侃
進

今
金
問
易
水
辺
地
殻
改
良

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策

・
事
業

内
容

・
水
道
未
普
及
地
区
内
解
消

-
簡
易
水
道
の
広
域
化

中
里

自
動
民
税
ン
ス
テ
ム
の
掠
入

・
水
洗
化
な
ど
の
生
活
変
化
に
よ
る

水
需
要
の
増
大
を
見
越
し
た
水
源

開
発
と
節
水
沼
般
の
徹
底

(4) 

下
水
道
(
基
本
方
針
)

公
共
下
水
道
内
務
備
は
、
多
大
な

財
源
、
受
益
者
負
担
な
ど
の
糠
々

な
問
題
も
あ
る
の
で
、
刷
出
量
に
検

討
を
重
ね
て
、
計
画
的
に
盤
備
を

促
進
す
る
。

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
の
事
業

・
施
策

今
金
地
区
公
共
下
水
道
事
業
基
本

計
図
書
の
策
定

・
地
域
住
民
の
芯
織
の
啓
発

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策
事
業

内
容

町
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
の
下
水

道
事
業
の
柑
進

・
地
域
住
民
的
諮
識
啓
発
に
よ
る
水

洗
化
の
促
進

内
容

第
二
次
墓
地
造
成
整
備
事
業

暗
渠
排
水
の
肘
軍
備

・
植
倒
な
ど
に

よ
り
、
明
る
く
親
し
み
の
あ
る
墓

地
公
園
造
り
の
推
進
。

第
三
章

す
ご
し
や
す
い

町
づ
く
り

)
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(
 
国
土
保
全
(
治
山
・
治
水
}

基
本
方
針

「国
土
の
保
全
‘
開
発
利
用
の
促

進
、
生
活
環
境
内
向
上
」
に
寄

与
し
、
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境

を
保
全
す
る
た
め
に
、
治
山
事
業

及
び
河
川
の
保
全
、
改
修
事
業
を

促
進
す
る
。• • 

(5) 

ゴ
ミ
・
し
尿
処
理

(
基
本
方
針
)

快
適
で
す
み
よ
い
生
活
環
境
を
保

全
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
公
衆
術

生
の
向
上
を
期
す
る
た
め
に
町
民

的
清
掃
意
識
の
お
扮
を
図
り
、
各

観
廃
禁
物
内
自
主
的
な
減
封
忠
恕

や
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
啓
発
さ
せ

な
が
ら
、
適
切
な
行
政
指
導
的
強

化
を
図
る
。

施
策
の
内
容

①
現
在
抑
進
中
的
都
業

-
地
策

・
コ
ミ
の
不
法
投
案
内
防
止
ゴ
ミ

収
集
目
的
徹
底
、
資
源
の
有
効

利
用
な
ど
の
啓
発
活
動
の
普
及

ゴ
ミ
有
料
化
に
伴
う
環
境
衛
生
美

化
促
進
事
業
と
し
て
、

一
部
助
成

の
実
施

②
今
後
必
裂
と
さ
れ
る
施
策
、
事
業

内
容

河
川
環
境
の
保
全
や
快
適
な
生
活

環
境
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
収

集

-
処
理
方
式
的
改
副
首

水
洗
ト
イ
レ
と
生
活
雑
排
水
処
理

の
合
併
処
理
浄
化
梢
の
殻
世
奨
励

-
公
衆
衛
生
立
総
の
高
揚
に
よ
る
資

源
保
税
思
想
の
啓
発
及
び
ゴ
ミ

の
不
法
投
楽
町
防
止
‘
コ
ミ
処
理

有
料
化
の
定
着
の
た
め
の
広
報
活

動
的
徹
底

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
の
事
業
施
策

(
治
山
)

・
土
砂
流
出
防
止
の
た
め
の
砂
防
ダ

ム
及
び
新
植
等
の
推
進

(河
川
)

・
直
轄
河
川
改
修
事
業
に
よ
る
築
堤

及
び
髄
岸
工
事
等
の
実
施

・
オ
チ
ャ
ラ
y
べ
川
改
修
事
業

-
チ
ブ
タ
ウ
シ
ナ
イ
川
改
修
事
業

団
代
川
局
部
改
良
事
業

・
普
右
衛
門
沢
川
局
部
改
良
事
業

-
ト
マ
ン
ケ
シ
ナ
イ
川
小
規
模
改
修

事
業

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策

・
事
業

内
容

(治

山
)

不
在
地
主
問
題
の
解
決

(河

川

)

・
後
志
利
別
川
の
本
・
中
下
流
部

門
堤
防
拡
幅
、
護
岸
施
工

オ
チ
ャ
ラ
y
ペ
川
下
流
部
内
二
次

改
修
事
業

-
ト
マ
ン
ケ
シ
ナ
イ
川
改
修
事
業

〕4
 

〔

臼

環

境

保

全

・
環
境
美
化

(
基
本
方
針
)

町
民
が
健
康
で
快
適
な
生
活
を
送

る
こ
と
の
で
き
る
町
づ
く
り
を
目

標
と
し
、
公
倒
的
地
段
、
公
共
等

駐
車
場
円
増
設
、
流
笥
講
の
設
置
、

公
洪
下
水
道
の
路
備
等
の
施
設
而

第
四
章
ゆ
と
り
あ
る

交
通
体
系
の
整
備

(1) 

道
路
(
基
本
方
針
)

(
一
般
道
路
)

町
道
的
改
良
舗
装
率
を
今
後
十
年

間
で
三
五
官
に
す
る
。

具
体
的
に
は

③
町
道
総
延
長
三

O
五
J
H
川町
三
五

訂

約

一
O
七時
L
M

@
改
良
舗
装
済
み
の
町
道
約
五
八

口
口
未
舗
装
改
良
町
町
道
未
改
良

未
舗
装
凶
九
J
HM

二一

J
い川

(成

道

)

・
機
械
化
農
業
に
対
応
す
る
た
め
の

生
産
道
路
網
の
務
怖
を
図
る
。

・
町
の
特
徴
と
悶
和
す
る
股
辺
町
整

備
を
行
、
ヲ
。

(林

道

)

・
奥
地
林
、
拡
大
造
林
地
の
生
産
と

施
業
向
日
率
化
を
図
る
た
め
、
林

道
網
の
蜂
仰
を
図
る
。

施
策
の
内
容

①
攻
校
推
進
中
の
事
業
・
施
策

・
美
利
河
ス
キ

l
場
線
外
改
良
舗
装

事
業

・
揃
川
住
吉
川
柑
改
良
市
中
業

.
八
束
荷
台
線
舗
装
事
業

・
上
前
川昨山
梨
け
称
え
事
業

・
波
品
半
品
横
断
道
路
的
配
備
事
業
に

1
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〔



伴
う
住
吉
1
尖
利
河
地
区
バ
イ
パ

ス
新
設
工
事

・
開
発
道
路
島
牧
英
利
河
総
の
諮
備

促
進

(炭

道

)

光
台
地
区
良
免
道
路
繋
備
卒
業

民
免
道
路
に
お
け
る
光
大
橋
ル

プ
橋

出
品
田
地
区
外
農
道
陣
4

備
事
業

(
林
道
)

英
利
河
種
川
線
広
域
基
幹
林
道
開

設
事
業

・
小
原
線
林
道
開
設
卒
業

ブ
イ
タ
ウ
ン
ナ
イ
線
林
道
開
設
事

業
②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策

・
事
業

内
容

(
一
般
道
路
)

総
合
的
な
町
っ
く
り
構
想
と
整
合

性
を
持
っ
た
道
路
諮
備

八
束
宮
前
改
良
事
業

稲
穂
線
改
良
事
業

.
凹
代
通
り
線
改
良
舗
装
事
業

御
影
光
台
線
改
良
卒
業

神
丘
六
線
椛
新
設
事
業

(
股
道
)

町
内
特
性
を
生
か
し
た
整
備

州
民
道
整
備
と
環
境
整
備
を
併
せ
て

行
う
制
度
と
牒
道
整
備
採
択
基
準

的
緩
和
を
要
請
す
る
。

・
光
台
二
期
地
区
内
M

辺
整
備
事
業

幾
代
地
区
民
道
整
備
事
業

-
侵
入
盗
及
び
乗
り
物
資
防
止
活
動

暴
力
犯
罪
の
排
除
活
動

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策
、
卒
業

内
容

青
少
年
相
談
活
動
の
強
化

E

防
犯
連
絡
員
の
増
員
、
組
織
化
な

ど
、
防
犯
協
会
を
中
心
と
し
た
民

間
防
犯
活
動
向
促
進

(4) 

情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
(
基
本
方
針
)

町
民
的
生
活
向
上
に
資
す
る
情
報

通
信
ネ
y
ト
ワ

1
7
の
整
備
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
高
度
情
報
化

時
代
に
対
応
し
た
ン
ス
テ
ム
円
形

成
を
図
る
。

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
的
事
業

・
施
策

救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
の
導
入

・
行
政
事
務
の

O
A
化
に
よ
る
情
報

サ
ー
ビ
ス
の
推
進

・
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

・
ラ
ジ
オ
の
難
視

聴
区
械
の
解
消

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策

・
事
業

内
容

電
話
フ
ァ
ク
ン
ミ
リ
な
ど
を
利

用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
内
実
施

・
提
供
情
報
内
容
の
拡
大

広
域
市
町
村
閣
に
お
け
る
情
報
化

の
推
進

〈
次
号
に
続
く
〉

春
日
升
地
区
民
道
整
備
卒
業

(林

道

)

生
産
林
道
側
内
務
備

・
白
石
住
官
級
林
道
開
発
事
業

(2) 

交
通
安
全
(
基
本
方
針
)

-
交
通
安
全
対
策
の
基
本
と
し
て
、

人
命
の
尊
重
を
最
優
先
に
考
、
え
る

必
要
が
あ
り
交
通
施
設
の
幣
怖

を
重
点
的
に
進
的
、
交
通
規
制
の

強
化
、
さ
ら
に
交
通
安
全
教
育
、

交
通
安
全
運
動
的
展
開
の

一
府
内

充
実
を
図
る
。
こ
の
た
め
に
、
町

民
は
も
と
よ
り
、
関
係
諸
団
体
が

一
一
体
と
な
っ
て
交
通
安
全
運
動
を

展
開
し
、
交
通
事
故
の
絶
滅
を
期

す
る
も
の
と
す
る
。

-
交
通
安
全
教
育
町
民
間
と
し
て
、

町
と
安
全
運
動
推
進
委
員
会
を
中

心
に
交
通
安
全
指
導
只
、
交
通
安

全
協
会
、
婦
人
会
、
関
係
機
関
等

圏
内
川
H
M

(・

子
供
や
老
人
等
交
通

弱
者
へ
の
交
通
安
全
教
室
を
開
催

し
、
交
通
事
故
防
止
を
図
る
。

と
協
力
し
、

①
現
在
推
進
中
内
事
業
・
施
策

カ
ー
ブ
ミ
ラ

l
等
交
通
施
設
の
蜂

uw 
子
供
や
老
人
等
へ
の
交
通
安
全
教

室
の
開
催

・
住
民
芯
識
の
同
協
の
た
め
の

P
R

右
板
の
設
世

②
今
後
必
裂
と
さ
れ
る
施
策

・
卒
業

内
容

道
路
交
通
環
境
町
務
備

(歩
道
の

整
備
交
差
凸
の
改
良
、

の
設
置
)

信
号
機

公
共
等
駐
車
場
内
務
備

街
頭
に
お
け
る
啓
発
指
導
的
強
化

・
町
内
会
、
自
治
会
に
よ
る
交
通
安

全
運
動
向
展
開
強
化

第
五
章
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

5月11日に行われた交通安全パ レード

)
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(
 
消
防

・
救
急

・
水
防

(
基
本
方
針
)

町
民
的
防
火
意
識
の
啓
発

・
消
防
戦
員
団
員
の
技
術
的
向
上

初
期
出
動
の
迅
速
化

救
急
事
務
体
制
的
確
立

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
の
事
業

・
施
策

・
消
防
だ
よ
り

「
今
金

一
日

L

E

-
4
ノ
」
高
阻

町
財
政
の
健
全
化
に
貢
献

今
金
町
納
税
貯
蓄
組
合
長
会
議

「
い
ま
か
ね
の
む
か
し
を
掘
る
」

今
金
町
郷
土
史
学
習
講
座
が
五
月
十

二
日

小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
親
子

を
含
む
十
五
名
を
集
め
、
英
利
河
で

町助役から今年度の優良
彰を受ける中種川・日進・昭和町納税組合

納
税
貯
蓄
組
合
長
会
識
が

五
月
十
日
午
後
か
ら
町
民
セ

ン
タ
で
関
係
者
多
数
出
席

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

納
税
貯
蓄
組
合
は
、
町
税

及
び
道
税
な
ど
の
納
期
内
完

納
の
督
励
を
は
じ
め
口
座
振

替
の
奨
励
、
納
税
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
を
図
る
な
ど
町

財
政
の
健
全
化
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
年
度
内
町
税
納
付

時
代
の
泣
跡
)
に
つ
い
て
、
見
学
及

び
実
際
に
発
加
を
体
験
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
苦
肉
人
々
の
〈
ら
し
ぶ
り

を
学
び
、
文
化
財
を
大
切
に
す
る
心

議総rIi実務E

障害:婁I
出 ~の1
司郎IλI
注ra
隠史?のI
巨学徒 I
1醤~
出講 .
医座aI
ι開。1
ド憧を l

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
現
在
、
町
教
委
が
発
掘
調

査
を
進
め
て
い
る
美
利
河

I
泣
跡

(
今
か
ら

一
万
数
千
年
前
の
旧
石
器

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。

講
座
は
午
前
中
、
美
利
河
生
活
舘

に
お
い
て
寺
崎
学
芸
貝
か
ら
ス
ラ
イ

布
に
よ
る
防
火
意
識
の
啓
発

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
で
の
防
火
柄
動

の
指
噂

・
消
防
学
校
で
の
団
只
教
育
、

教
育
の
事
業
実
施

幹
音1¥

-
地
域
防
災
情
報
通
報
ン
ス
テ
ム
事

業
・
消
防
・
救
急
自
動
車
更
新
事
業

.
防
火
水
槽
新
設
事
業

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策
-
事
業

内

6

・
消
防
ポ
ン
プ
車
等
の
更
新
事
業

団
長
の
適
性
配
置

日

防
災

(
基
本
方
針
)

自
然
災
害
、
火
災
、
人
為
的
災
害

か
ら
町
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、

迅
速
か
つ
的
怖
に
対
処
す
る
体
制

を
強
化
す
る
。

災
害
の
未
扶
助
止
と
拡
大
防
止
の

明(. 
状
況
を
み
る
と
七
十
四
組
合
中

一
O

O
許
完
納
が
五
八
組
合
(
七
八
ん
と

を
占
め
る
な
ど
、
大
変
立
派
な
成
紡

を
残
し
て
い
ま
す
。

会
議
で
は
、
本
年
度
の
優
良
納
税

貯
蓄
組
合
と
し
て
中
根
川、

日
進
、

昭
和
町
内
各
納
税
組
合
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
他
に
予
付
折
、
決
幻
円
承
認

ド
や
資
料
を
使
っ
て
美
利
河

I
遺
跡

の
現
況
、
発
掘
方
法
な
ど
の
説
明
を

受
け
、
現
地
入
り
し
ま
し
た
。

泣
跡
は
、
広
田
儀

一
J
所
有
の
畑

で
、
標
高
百
八
十
訂
の
小
高
い
場
所

に
あ
り
、
貯
水
中
の
美
利
河
ダ
ム
の

雄
大
な
景
観
が
楽
し
め
る
と
こ
ろ
で

す。

防
災
組
織
体
制
の
陣
立
と

防
災
教
育
、
訓
練
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
施
設
の
整
備
計
画
、
避

難
計
画
、
防
災
思
想
的
普
及
の
た

め
広
報
活
動
を
実
施
す
る
。

施
策
の
内
容

〕自〔

た
め
、

①
現
在
推
進
中
的
事
業
施
策

.
美
利
河
ダ
ム
建
設

・
河
川
改
修
卒
業

復
旧
治
山

・
予
防
治
山
事
業

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策

・
事
業

内
谷

河
川
改
修
早
期
完
成

(護
岸
、
築

堤
・
河
道
整
備
)

・
支
線
幹
線
川
の
機
械
排
水
、

施
設

の
設
置

亙
旧
治
山
、

進

予
防
治
山
卒
業
向
促

-
石
油
ガ
ス
等
、
危
険
物
取
り
扱
い
、

保
安
基
準
的
進
守
、
出
牧
、

の
徹
底

f旨
導

(3) 

防
犯
(
基
本
方
針
)

防
犯
運
動
の
展
開
に
よ
り
、
防
犯

意
識
の
高
拐
を
図
り
、
犯
罪
の
な

い
町
づ
く
り
を
促
進
す
る
。

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
の
事
業
施
策

・
背
少
年
の
非
行
防
止
と
社
会
環
境

浄
化
活
動

高
齢
者
防
犯
対
策
活
動

.
防
犯
灯
の
設
世
整
備

や
平
成
=
一
年
皮
肉
十
卒
業
計
画
、
新
役

員
を
選
出
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

新
役
員
は
次
の
と
お
り
(
敬
称
略
)

会

長

田

中

繁

副

会

長

沌

沢

六

郎

理

事

立

野

又

治

商

品

秀

夫
、
鈴
木
知
明
、
上
田
喜
三
男
、
村

瀬
広
一
、

中
野

裕

、
監

事

山

崎

昭
利
、
重
村
栄
吉

現
地
で
は
札
幌
大
学
的
学
生
四
名

が
発
掘
作
業
を
し
て
お
り
、
こ
れ
に

合
流
し
て
発
掘
休
験
を
し
ま
し
た
。

石
探
類
の
一
郎
、
細
長
い
石
刃
な
ど

が
で
る
た
び
に
子
供
た
ち
は
歓
声
を

上
げ
、
目
印
の
ハ
ン
を
立
て
、
古
代

人
の
生
活
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
ま

し
た
。
出
土
す
る
石
器
の
材
質
は
け

つ
岩
で
、
前
日
に
一
占
黒
曜

石
の
石
刃
も
発
見
さ
れ
ま
し

た
。

らし、ていねいに尭掘をしていま Lた

財 審日百料用品る採 上 ら
に談開六にのの細取の発な
指会催 十 な掻石石 活 出 揃 お
定にき三つ器製刃動土さ
きおれ市た 、小ゃに品れ美
れいたが紺l紺l玉 尖使のた利
まて文、石石、頭つう十河
し 霊化四刃刃食器たち I 
た要 i吋月核の肉 、と 、万造
。文保十な原解装き狩点跡
化 護二ど材体飾れ猟以か
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第
一
回
の
ベ
庁
サ
ス
の
誕
の
視
察

を
終
え
、
そ
の
内
谷
や
成
果
を
町
民

の
方
々
に
報
告
し
、
次
回
以
降
の
実

施
に
向
け
て
の
方
向
性
を
見
い
だ
す

こ
と
を
目
的
の
報
告
会
が
四
月
二
十

七
日
午
後
七
時
か
ら
町
民
セ
ン
タ
ー

二
階
会
議
室
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

報
告
会
に
は
、
町
長
、
教
育
長
が

来
貨
と
し
て
出
席
す
る
な
ど
一
般
町

民
を
含
め
、
約
六
十
名
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

会
的
進
行
は
青
年
会
議
に
よ

っ
て

進
め
ら
れ
、
団
長
の
あ
い
さ
つ
か
ら

は
じ
ま
り
、
十
五
分
間
の
研
修
ビ
デ

花
だ
ん

整
備
に

農協婦人部
高齢者部会

汗
を
流
す

州
民
協
婦
人
部
高
齢
者
部
会
内
会
貝

五
名
が
五
月
九
日
、
役
場
前
向
花
だ

ん
整
備
の
奉
仕
に
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。

こ
れ
は
同
会
が
自
主
的
に
「
役
場

庁
舎
前
を
き
れ
い
な
花
い

っ
ぱ
い
に

種
川
小
を
は
じ
め

多
数
の
団
体
が

ク
リ
ー

ン
作
戦

を
展
開
グ

今
金
町
を
ゴ

ミ
の
な
い
き
れ
い
な

町
に
し
よ
う
と
、
今
春
も
四
月
二
十

七
日
の
種
川
小
学
校
を
は
じ
め
今
金

第

て

第
二
老
人

7
ラ
ブ
な
ど
各
団

体
、
個
人
が
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
展
開

パンサイドハイス-7-)レの先
生たちとの交流パーティー
英語で自己紹介するよ固さん

国際交流とたくさんの見聞を終え

ベガヲヌの翼帰町報告会

• 

飾
ろ
う
」
と
新
設
さ
れ
た
庁
舎

前
花
だ
ん
と
大
型
ブ
ラ
ン
ク
|

五
基
、
小
型
ブ
ラ
ン
ク
十
個

に
賞
、
紫
色
な
ど
悶
色
町
パ
ン

ン
l
約
二
百
本
を
工
夫
を
凝
ら

し
一
本
一
本
丁
寧
に
植
え
た
も

の
で
す
。

同
会
で
は
、
六
月
に
ケ
イ
ト

ウ
な
ど
夏
の
花
、
九
月
に
は
チ

ュ
l
リ
y
プ
の
球
根
を
植
え
た

り
、
定
期
的
な
管
制
引
に
つ
い
て

も
計
聞
を
し
て
お
り
ま
す
。

き
っ
と
、
き
れ
い
に
咲
き
誇

っ
た
花
が
役
場
を
訪
れ
る
町
内

外
の
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
て
、
今
金
町
の
美
化
、
イ
メ
ジ

ア
ン
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。
献
身
的

な
奉
仕
活
動
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

町
を
美
化
、
き
れ
い
な
ま
ま
に
保

つ
た
め
に
は
町
民
の
み
な
さ
ん
一
人

オ、

一
人
五
分
間
程
度
内
日
本
と
の

違
い
、
日
本
と
の
か
か
わ
り
な
ど
の

ス
ピ
ー
チ
、
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
説
明
、

フ
ロ
ア
ー

1
1
7
と
続
き
、
ムE
凶明か

ら
質
問
を
受
け
る
な
と
、
予
定
時
間

を
三
十
分
以
上
オ
ー
バ

ー
す
る
盛

会
裡
の
、
ヲ
ち
に
報
告
会
が
終
わ
り
ま

し
た
。

こ
の
ニ
ュ
ジ
ラ
ン
ド
と
の
交
流

は
八
年
計
画
で
行
わ
れ
る
予
定
で
、

数
年
後
に
は
今
金
の
子
供
た
ち
も
派

泣
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
な
お
、
地
域
や
グ
ル
プ
で
お

話
し
を
聞
い
て
み
た
い
要
摘
が
あ
れ

ば
ス
ラ
イ
ド
写
真
等
を
持

っ
て
参
土

す
る
そ
う
で
す
。

老人テラフのみ立さんも頑彊っτいました

ひ
と
り
が

「
捨
て
な
い
L

寸
汚
さ
な

い
」
と
い
う
ん

l
ル
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
お
互
い
に
協
力
し
て
、
私

た
ち
の
住
む
町
を
き
れ
い
に
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

クライストチャチィ 、昔、大金持ちが市に寄贈 Lた

公園モナベールで全員が記念写真

ザ・
幅
広

い
奉
仕

:

活
動
の
続
行
を
誓
う

.. 、今
金
町
赤
十
字
奉
仕
団
;

全
員
で
暫
い
合
い
閉
会
し
ま
し
た

幅
広
い
社
会
奉
仕
活
動
を
展
開
し

て
い
る
今
金
町
赤
十
字
奉
仕
団

(委

貝
長
松
橋
泰
子
さ
ん
団
貝
六
十
三
名
)

の
総
会
が
四
月
二
十
七
日
、
町
民
セ

ン
タ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
の
は
じ
め
に
奉
仕
団
員
の
信

条

「す
べ
て
の
人
々
の
し
あ
わ
せ
を

願
い
、
陰
内
力
と
な

っ
て
人
々
に
奉

仕

し

ま

す

」

を

唱
和
し
、
議
案
審
議

を
し
ま
し
た
。

同
聞
の
昨
年
度
内

聞
貝
記
録
活
動
を
見

る
と
、

二
十
一
の
事

業
、
延
八
百
二
十
一

人
の
活
動
人
民
、
延

一ニ
、
四
三
三
時
間
に

及
ん
で
い
ま
す
。

平
成
一二
年
度
的
事

業
と
し
て
、
独
居
老

人
愛
の
訪
問
を
は
じ

め
、
福
祉
施
設
の
訪

問
奉
仕
及
び
消
掃
奉

仕
な
ど
十
二
項
目
の

事
業
計
画
を
決
め
、

奉
仕
活
動
の
活
躍
を

※
な
お
、
同
団
で
は
団
貝

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
社

会
奉
仕
活
動
に
理
解
あ
る

方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

• • 
急流に挑むベテラ ン?

同
ク
ラ
ブ
は
初
年
創
立
、
会
貝

七
十
名
、
札
幌
で
一
番
大
き
い
ク
ラ

フ
だ
そ
う
で
す
。

今
回
参
加
し
た
町
は
二
十
歳
か
ら

六
十
五
歳
ま
で
の
ベ
テ
ラ
ン
と
初
心

者
十
九
名
(
う
ち
女
性
四
名
)で
、
五
月

三
目
、
四
日
と
美
利
河
ダ
ム
下
で
-
キ
ャ

ン
プ
を
張
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
初
め
て

の
川
下
り
と
な
り
ま
し
た
。
最
初
は

ひ
っ
く
り
返
る
人
が
続
出
、
落
ち
て

臨
い
だ
人
も
い
た
そ
う
で
す
。
花
石

か
ら
下
流
は
比
較
的
コ

l
ス
も
安
定

|
、
パ
ド
ル

(か
い
)
き
ぱ
き
も
あ

ざ
や
か
に
、
新
緑
い
っ
ぱ
い
内
岸
壁

を
横
目
に
ン

l
ズ
ン
幕
開
け
の
カ
ヌ

ー
下
り
と
な

っ
た
よ
う
で
す
。

清
流
と
些
か
な
自
然
を
求
め
て
札

幌
町
カ
ヌ
ク
ラ
ブ
ウ
イ
ル
ダ
ネ
一
ス

の
メ
ン
バ
ー
が
五
月
四
目
、
色
と
り

ど
り
の
十
八
般
の
カ
ヌ
で
、
英
利

河
ダ
ム
下
か
ら
住
吉
の
え
ん
堤
ま
で

の
コ

l
ス
二
十
四
J

の
川
下
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

毎年金植で?リーン作戦を展開する種)11小のみなさん

一新緑 ・清流日本ーの後志、利別川を一

色とりどりめ

カヌー18艇が川下りよf
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今金ゎi
ヴセーシ f発信 I

町
内
の
ま
ち

お
こ
し
グ
ル
ー

プ

「愛
指
令
の

会
L

(

代
表
鷲

野
竹
春
さ
ん
が
、

東
経
一
四

O
度

の
ま
ち
今
金
の

イ
メ
ー
ジ
ア
y

プ
を
図
ろ
う
と
四
月
二
十
八
日
、
神

丘
の
国
道
沿
い
に
オ
モ
チ
ャ
の
兵
隊

を
イ
メ
ジ
し
た
大
き
な
塔
を
立
て

ま
し
た
。

設
置
さ
れ
た
の
は
、
高
さ
五
い
ぺ

直
径
最
大

一
μ
の
木
製
町
大
型
ボ

リ
ン
グ
ピ
ン
を
赤
と
黒
を
主
色
に
彩

色
し
直
し
、
オ
モ
チ
ャ
の
兵
隊
に
似

園
口幽
語
圏
圃
圏

で
会
議
を
し
ま
し
た
。
班
長
さ
ん
が

ど
こ
の
ゴ
ミ
を
拾
う
か
を
言
い
ま
し

た
。
笠
寿
国
に
登

っ
て
い
く
坂
で
す
。

出
発
で
す
。
一

列
に
な

っ
て
行
き

ま
し
た
。
み
ん
な
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
行
き
ま
し
た
。
福
土
先
生
が
堅

持
園
に
入
る
道
路
の
の
少
し
前
あ
た

り
か
ら

「も
う
拾
お
う
か
」
と
一言
っ

た
の
で
、
み
ん
な
拾
い
始
め
ま
し
た
。

さ
か
せ
ば
き
が
す
ほ
ど
あ
つ
で
あ
っ

て

「
私
た
ち
が
ふ
だ
ん
こ
れ
だ

け
街
を
よ
ご
し
て
い
る
だ
な
あ
」
と

災
害
に
備
え

ダ
ム
管
理

美5flJ河ダム
建設事務所

演
習
グ

?
リ
l
ン
作
戦
を
や
っ
て

種
川
小
五
年

長
崎
美
香
さん

四
月
二
十
七
日
学
校
で
た
て
わ
り

班
で
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
ず
教
頭
先
生
と
加
藤
先
生
の

話
し
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
班

② 

命がけの作業?

朝早くから一生懸命の作業をしていま Lた

英
利
河
ダ
ム
建
設
事
業
所
で
は
五

月
八
目
、
災
害
や
非
常
時
に
備
え
、

年

一
回
行
う
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

朝
九
時
に
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ

る
と
各
関
係
機
関
に
直
ち
に
通
報
さ

れ
、
響
戒
体
制
の
も
と
、
瞥
報
車
が

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
走
行
す
る
な
ど

計
画
ど
お
り
演
習
が
進
み
ま
し
た
が
、

当
日
降
っ
た
雨
の
た
め
、
午
後
四
時

に
演
習
が
本
番
に
変
わ
る
ハ
プ
ニ
ン• • 

せ
、
ピ
ン
上
部
に
町
花
の
チ
ュ
リ
y

プ
を
あ
し
ら
い
寸
愛
指
令
東
経

一
四

O
度
、
愛
と
平
和
の
発
信
基
地
い
ま

か
ね
」
の
文
字
を
入
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
は
今
金
町
を
愛
と
平
和
の
発

信
基
地
と
し
、
子
供
た
ち
に
夢
と
希

望
を
与
え
る
よ
う
な
ま
ち
に
育
て
る

の
が
狙
い
で
立
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

同
会
で
は
今
後
の
計
画
と
し
て
、

一
四

O
皮
ラ
イ
ン
上
に
あ
る
神
丘
地

区
円
高
台
に
屋
外
会
場
を
造
っ
て
年

に

一
度
ラ
イ
ブ
ジ
ャ
ム
を
催
し
、
道

南
の
若
者
が

一
堂
に
会
し
て
熱
狂
す

る
イ
ベ
ン
ト
に
す
る
と
か
、
ま
た
、

同
地
に
愛
と
女
神
像
の
あ
る
公
園
を

造
成
、
子
供
や
若
者
を
狙
っ
た
観
光

地
に
す
る
な
ど
、
実
施
に
向
け
い
ろ

い
ろ
な
構
想
が
練
ら
れ
て
い
ま
す
。

グ
と
な
り
、
災
害
は
い
つ
発
生
す
る

か
分
か
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ

る
管
理
演
習
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

思
い
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
坂
を
の
ぼ

っ
て
い
き
ま
す
。
男
子
が
あ
ち
こ
ち

わ
け
の
わ
か
ら
な
い
所
へ
行
っ
て
拾

っ
て
き
ま
す
が
、
そ
の
わ
け
の
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
で
も
け

つ
こ
う
あ
り

ま
す
。

「
本
当
に
ず
い
ぶ
ん
あ
る
ん

だ
な
あ
し
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
の
ぼ

っ
て

い
き
ま
す
。
み

ん
な

一
生
け
ん
命
拾

っ
て

い
き
ま
す
。

盟
寿
園
内
裏
の
ご
み
を
拾
い
、
山
宣
寿

図
的
前
の
花
や
木
な
ど
が
あ
る
所
を

通
り
、
道
路
に
ま
た
出
ま
し
た
。
そ

し
て
近
く
に
あ

っ
た
ご
み
捨
て
坊
に

捨
て
ま
し
た
。

や
っ
て
み
て
、
思

っ
た
よ
り
ご
み

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
、
ぇ
、
学
年
で
や

っ
て
い
た
時
、
国
道
沿
い
を
や
っ
た

こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
よ
り
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

日
ご
ろ
か
ら
私
た
ち
が
ご
み
を
捨

て
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
ん
だ
な

あ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
ご

み
箱
が
な
か

っ
た
ら
家
に
持
ち
帰
る

な
ど
、
き
ち
ん
と
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
み
ん
な
で
協

力
し
な
が
ら
、
た
て
わ
り
班
活
動
を

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

• • 
1?F 

l 春与蒲2軒れ兄与
1 秋I 公ぽ !fij~婚i
l ーぅ英ぽ，;: /l'I 

:孟z士ぃ雪相:i
iE!斉fZ翻P
17f に棒空る A

f bt咲さ鱈官鯉己
! クき;(~1の
( ぷi大:fみろぽ

.':AA郡長 I也ち 開T~ り
i尺争1前み 一

;つ

;斉旗戸大
} 藤田沢谷
}喜
} み枝慶長

; ち子秋暗

~舎の戸イドル

r-河ヲ1!，."lI~.:J].，~.
ilー哩E 園田 I 祖寿今 主主 1

1・・・・・・・・・W " 母闘春種
1・・・圃圃・・・--ドII がに 、 川 " ¥ i園田F73F咽.病袋地主 お - i
i回国園田士三司.. I堅手主別役 人 i

よtti主 に前 {
ノレて校蒔立 に i
ナ聖主事 ちな i

R 、4E蚕え たり j
i しし L (181 ~ミ I 
i てたて t 

} るんい花五す敬 お頑 早良 仕役祉い l
3い の目見月 。ー 陵願張くさ事ににる I
3娘 拍旅で八趣さ 美 い り 先と立興こ 1
1さ手 立 は 日 昧 んさしま人却しち 3 
3んをち、にはのんま
iで受 L 得催音五はす
lすけを泣き楽人側
l 。る tJ!iのれ鑑姉ベ L

} な露カた公妹い
3 どしラおと弟ゆ
E 、、オ能力のに

3 大たケ生ラ長野j

j 変く 「会オ女め
明さい兼ケでる

「
み
ん
芯
の
広
場
L

は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
給
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

さとる

砂松 前 悟 くん

(平成元年 5月24日生まれ)

日ノ出町松前，育蔓さん恵子さんの次男

[親から]

早朝 目を覚ますと 「起きる~起きる

-J でわが家的目覚ま Lくんです。

ちょ っぴり低摘で、甘えん坊の末っ子

パトカーと消防車が大好きです。元気

いっぱいたのもしく育ってほしいです。

4米山桑 f皇、
(昭和63年 "月 19日生まれ)

南栄町米山辰治さん千佳子さんの長女

[親から]
献と踊りが大好きな娘です。

保育所で覚えて〈る踊りを一生懸命家

で見せてくれます。
このまま、健やかに有ってほ Lいと願

っています。

〕O
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項 自 対 象者 実施日 時 間1 対草地区 実施会場 イ繭 考

3日(月)

10日(11 ) 
老 人 福相

① 一 般 相談 全 {ョ= 民 10 : 00-15 : 00 全地区
センター

保健指導、健康相談

17日(11 ) 

24日(11 ) 

営業者検診
5月内一次検

メ入， 金 尿検査、血液検査
② 

(二次)
診の結果再検 7日(金) 9 00- 1/ 

保 健所 心電図、眼底検査
査を主主する方

③ 妊 婦相談 妊婦 の方 11日(火)
受付時 間

H 
Ii汀 民 尿検査、血液検査、同J

12 : 45 -]3 : 15 センター 産婦指導、歯科指導

④ 乳児相談
主主1主 13日(木)

受付時 間
H 1/ 保健指導、健康相談

6、 9ヶ月児 13 : 00 -13 : 30 

⑤ 育 児講座 生後 3ヶ月児 20日(木)
受付時 間

1/ 1/ 11 
9 :30-10:00 

生後 4、7、 受付時 間
身体N-!洲、医師診察、

⑥ 手も 児1lJl診
10、12ヶ月児

11 
12 : 30 -13 : 00 

H 1/ 歯科指導、栄養指導、
イ呆促吋旨z主主

24日(月)
衛生指導、検診、染

⑦ 歯科検診
1歳~就学商j 8 : 45- 1/ 11 

めだし、ブラ yンン

幼 児 グ指導、 7，，/ソ塗布、
25日(火) 虫歯進行止め

③ 股 脱健 診 生後以2上ヶ月と 2525日(火) 13: 00-14: 00 H 
今 金

股関節X線撮影
目 的幼児 保健所

⑨ 
無 医 地 区

全 {王 民 1/ 
受付時間

H 
町 民

診療科目 整形外科
J也 回診療 14:30-15:00 センタ ー

窃
一知
h
F
D
〈せ
吋

圃

国
民
健
康
保
険
の

.

高
額
療
養
賓
が
変
わ
り
ま
す

健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
高
額
療
養
砲
の
自

己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
。

な
お
、
適
用
は
五
月
一
日
以
降
の

診
療
か
ら
に
な
り
ま
す
。

冒し
M言

被
保
険
者
が
同
じ
月
内
に
、
同
じ

医
療
機
関
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
自

己
負
担
限
度
額
六
万
円
(
住
民
税
非

謀
税
世
刊
は
三
万
三
千
六
百
円
)
を

超
え
た
場
合
は
、
そ
の
超
え
た
額
を

国
保
会
計
が
負
担
し
、
申
摘
に
よ
り

後
目
、
払
い

戻
さ
れ
ま
す
。

後診を受けて明るい健康づくり

(町民福祉課衛生係 国保係)

s月みんな

次
の
よ
う
な
場
合
に
高
額
療
養
貨

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

川
同
じ
世
術
で
一
ヶ
月
に

三
万
円

(住
民
税
非
課
世
帯
は
二
万
一
千

円
)
以
上
の
支
払
い
が
複
数
あ
る

場
合
は
、
合
算
し
て

一
世
惜
の
医

療
費
が
自
己
負
担
限
度
額
六
万
円

(
住
民
税
非
課
税
世
情
は
三
万
一
二

千
六
百
円
)
を
超
え
た
分
が
該
当

に
な
り
ま
す
。

ω同
じ
世
帯
で
、
自
己
負
担
限
度
初

を
超
え
る
支
払
い
が
十
二

ヶ
月
の

問
に
四
回
以
上
あ

っ
た
と
き
は
、

四
回
目
か
ら
の
自
己
負
服
限
度
額

は
三
万
四
千
八
百
円

(
住
民
税
非

諜
税
世
帯
は
二
万
三
千
四
百
円
)

に
な
り
ま
す
。

器
不
明
な
市
、
詳
細
は
町
民
福
祉

謀
国
保
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま

す
。

〈
町
民
福
祉
課
国
保
係
〉

-

忘
れ
な
い
で

.

児
童
手
当
て
の
現
況
届
け

児
童
手
当
受
給
者
向
方
は
、
毎
年

六
月
中
に
児
童
の
養
育
の
状
況
な
ど

を
確
認
す
る
た
め
、
現
況
屈
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

腐
を
提
出
し
な
い
と
、
受
給
資
格

が
あ

っ
て
も
、
六
月
以
降
の
手
当
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。

〈
町
民
相
批
謀
福
相
係
〉• • 

-壊暴
滅力
を固
めの
ざ
し
て

「
暴
力
団
は
企
業
の
病
原
菌
」

暴
力
団
は
、
法
律
を
加
視
し
強
引

に
企
業
に
寄
生
し
て
、
企
業
の
扶
養

家
族
的
状
態
を
つ
く
り
だ
す
な
ど
、

企
業
に
資
金
源
を
求
め
よ
、
っ
と
必
死

に
な
っ
て
い
ま
す
。

彼
ら
に
は
、
今
な
お

「
企
業
を
ゆ

さ
ぶ
れ
ば
金
に
な
る
」
と
の
意
識
が

強
い
こ
と
か
ら
、
社
会
責
任
の
あ
る

各
企
業
は

一
致
団
結
し

-
暴
力
団
に
目
い
顔
を
見
せ
な
い
。

-
暴
力
団
に
周
し
な
い
。

-
暴
力
団
に
金
を
や
ら
な
い
。

と
い
う
大
地
に
恨
を
張

っ
た
大
樹

の
様
に
、
毅
然
と
し
た
対
応
姿
勢
を

堅
持
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

〈
北
柿
山
笹
察
署
〉

o -電話何 談 も お 畳 け し ま す | 
fioll-251-3731 (直通)

突通事m 拒酒日 同躍力うlíl~午開閥単~午制鴎40骨

ご相談
。車問蹴員立鮪こ泊bて羽田高啄軍

。符盟主掴匝日 !lii!l木曜日午後1時-4時

札財団幌法人自日動本車損害保保険険請協会求相談センター

<<Jlo!i中央区t-来酉3-3・'"'"東京北よピ'"陪札純謂1[;事.所内 包tll1-21'1-3:sl

砂社会福祉協議会だより 3.5.10 

※光の旦!~子園 、 tl狩 l部 社会福組協説会への多
開のご若手附ありがと 7ございました。

(敬称略)

〈東京都〉 jl十 I長 文

日本屯信~li:話株式会社 大 念 啓太郎

〈南茅部町〉 今金婦人目指火クラブ

鎌 田 イ主 今金技能者協会

〈北桧山町〉 今金町青年連絡協議会

山 Wな 清 今金町職親会

LlI 内 コミ 市 八 千 代

〈今金町〉 スナ y ク&みゆき

111 山守 中日 美 相川事jJ並院今金教院

中 尾 liE 夫 種川小学校児童会

'Ii 陸軍 {憂
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調査員が伺います。

ご協力を。

商業統計調査
| 平成3年7月1日 | 

事業所統計調査

北海道

6月下旬に、調査員がそれぞれの

事業所に お伺 いし、調査 票 の 記 入

をお願 いします。ご協力 ください。

総務庁・通商産業省

• • ー
い
い
歯
を
育
て
る
r
}

‘.
F

乳
歯
は
ど
う
せ
は
え
か
わ
る
の
だ
か
ら

h
-
-
A
1
¥『
)

と
軽
く
み
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
乳
歯
肉
下

町
州
4

弓
ル
干
4
A
z
-
-
J

に
は
木
久
曲
が
少
し
ず
つ
育
っ
て
き
て
い

n

'

h叫
づ
「
」
、

ま
す
か
ら
乳
歯
に
虫
歯
が
あ
る
と
、
永
久

mh温
Pー一
歯
に
も
高
い
訓
合
で
告
が
発
生
し
ま
す
。

，F

f

F

}

ず

こ
れ
は
乳
歯
肉
虫
歯
を
作
っ
た
食
生
活
、

4
司

h

〆
に

糖
分
的
多
い
食
事
や
だ
ら
だ
ら
食
い
、
そ

し
て
虫
歯
閣
が
た
く
さ
ん
口
町
中
に
い
る

状
態
な
ど
が
木
久
曲
が
は
え
始
め
て
も
続
く
た
め
で
す
。
で
す
か
ら

赤
ち
ゃ
ん
の
頃
か
句
の
予
防
が
大
切
な
の
で
す
。

い
い
歯
を
つ
く
る
ポ
イ
ン
ト

-Rで
き
る
だ
け
母
乳
を

お
か
あ
さ
ん
の
オ

y
パ
イ
を
力
強
く
吸
う
こ
と
で
舌
や
民
国
、
あ
ご
、

ほ
お
の
筋
肉
、
歯
が
は
え
て
く
る
歯
槽
堤
を
発
速
さ
せ
ま
す
。
し
か

し
、
眠
り
な
が
ら
母
乳
を
飲
む
子
炉
多
い
こ
と
や
、
お
誕
生
を
す
き

て
も
い
恒
る
と
き
に
母
乳
を
与
、
え
て
し
ま
う
場
合
が
多
い
た
め
、
虫
歯

の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

*
ほ
乳
び
ん
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

便
利
な
の
で
い
つ
ま
で
も
使
い
が
ち
で
す
が
、
離
乳
を
進
め
な
が

ら
、
ス
プ
ー
ン
や
コ

y
プ
で
飲
ま
せ
る
練
留
を
し
、

一
歳
ま
で
に
は
、

ほ
礼
び
ん
を
卒
業
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ジ
ユ
ス
や

乳
酸
飲
料
を
ほ
乳
び
ん
で
与
え
る
こ
と
は
、
虫
歯
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

*
規
則
正
し
い
食
事
の
習
慣
づ
く
り

食
事
と
お
や
つ
は
、
食
べ
る
時
間
を
決
め
て
与
え
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
目
い
お
楽
子
、
飲
み
物

(
乳
酸
飲
料
・
ジ
ュ

ー
ス

ス

ポ

l
y

飲
料
)
ば
か
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

ム
胃
歯
み
が
き
の
習
慣
を

子
ど
も
だ
け
で
は
き
れ
い
に
磨
け
ま
せ
ん
。
夜
寝
る
前
は
、
お
母

さ
ん
が
磨
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
め
間
科
検
診
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
虫
歯
予
防
の
フ

ン
紫
塗

布
、
虫
歯
の
進
行
止
め
の
塗
布
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
多
数

円
安
診
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
保
健
指
導
係
〉
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ぎを?ザ 苧B月の休日当番匡

~tt許山町国保病院(北槍山)霊堂④5321

今金町国保病院(今金)~②0221

禍崎病院(瀬棚)~⑦302 1

箭回医院(今金)~②0324

3ft: 病 院(北袷LLJ) ~④5011

2日

9日

16日

23日

30日

たい前 打

、〆0...;' ~ 、 ， 、
i .< 1草ナ
TJ ')'モ〉
¥ / 

η、下吾ラ?マ(~ /I// 助

ドリラl可/ d dW〆
ι いか肉宝 t、】 1</11'/γ 日 f

μ里?;lγに へ人JYi;
、 ζ .. "， I ./ ，ノ λ ， /;j/' 

ヒ Tλ /〆均と/グ h.
¥Z 〆 ノペJペ後
〆，;づけμ: みネラ //I~ ゲt

場。令や住民の動態。g。令令
4月末現在

前月対比

7，714人 (-30) 

3，739人(-ll) 

3，975人(-19) 

2，481世帯 (+13) 

人

別

女

世帯f数

口

多
ゲ
J言

"ノ J

ノづ
/ 

グ

タ'
/ 

ラ(/ぷ."

t'.iおたんじようおめでとう

芸員、4月12日(勇ーさん 2女)日の出町
伝J; ~ 

TiI樹、4J'J 17日(勝目IJ七長男)八束更生
げいすけ ー

1ft ER 1.，佑九4月21日(伸之さん 2男)八東宮ノ下
しんご

三Wt丹似吾、4月21日(敬仁九長男)犬和町。Jヨt

金木 佑太、4月24日(義MIJさん長男)イマヌエル

同日|

聖子日|

お
花
見
旅
お
誕
生
会
を
開
催
F

]
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州
M

舟
凶
で
は
、
以
内
花
が
尚
閉
め

五
月
八
口
、
毎
月
の
お
誕
生
会
に
合

わいつまでもおしあわせに

英也九(金原旭)=樋田 美幸九(i¥車富/下}

裕治九(本町)=小岩菜』恵美九(下稲l!¥O

八束中央

町

鈴

末広 町

東

八

86歳

71歳

82歳

73歳

圃おくやみもうしあげます

せんさん5月8田

町、回チヨノ九5月10日

fiU太さん5月II日

ノ、ナ九5月14日

〆、荒川

メ新谷

1畢口

遠藤

安島

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場
醐
②
G
A
l
a-
A
l

番

f
L
 

わ
せ
て
お
花
凡
を
版
か
に
似
し
ま
し

た
.当

日
は
外
で
開
催
予
定
で
し
た
が

あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
同
ホ

l
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
.
そ
れ
で
も
桜

一
枝

を
飾
り
ム

l
ド
を
盛
り
上
げ
、
カ
ラ

オ
ケ
が
歌
わ
れ
る
な
ど
大
変
楽
し
い

会
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

編
-集
一後
一記

-v
五
月
十
六
日
、
美
利
河
ダ
ム
上
部

窓
か
ら
水
炉
沌
の
よ
う
に
水
し
ぶ
き

を
あ
げ
落
ち
て
き
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
ご
覧
に
な

っ
た
で
し
ょ
う
か
.
百

年
に

一
聞
の
大
雨
が
な
け
れ
ば
二
度

と
み
ら
れ
な
い
光
n
M
を、

一
目
見
ょ

う
と
、
あ
い
に
く
の
小
雨
棋
線
的
天

気
の
中
、
た
く
さ
ん
の
人
が
車
を
止

め
て
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

-v
天
気
の
良
い
日
に
家
族
で
ピ
リ
カ

ス
キ
場
に
登
り
、
美
利
河
町
自
然

景
観
と
ダ
ム
測
が
お
り
な
す
雄
大
な

京
観
を
眺
望
し
て
み
て
下
さ
い
。
き

っ
と
満
足
い
た
だ
け
る
の
で
は
ヲ
そ

の
す
ば
ら
し
さ
を
町
内
外
に

p
-
R

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
今
月
は
山
菜
採
り
を
楽
し
む
方
が

多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
歩
中
に
な

り
迎
鍬
に
な
ら
な
い
よ
う
く
れ
ぐ
れ

も
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。
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